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ホタテガイ貝殻の利用について
検討された経緯とその内容

青山 禎夫

は じ め に

昭和40年代から急速に発展 した青森県 (主として陸奥湾)のホタテガ イ増養殖産業は､生産の増大

に伴って排出される貝殻の量も当然増大 し､これらの処理または利用についても幾多の検討がなされ

てきている｡

処理､利用についての検討は､水産業的側面にとどまらず多くの観点から考察され､それぞれの成

果がレビューされている｡

今回はこれらの各分野における処理､利用の検討内容の概要を箇条書的に一覧 し､今後の資料利用

の参考としたい｡

具殻排出の現状
1)

昭和57年度における青森県のホタテガイ生産量は35,085トン (県漁革資料)となっており､その処

理内訳は表-1に示すとおりで､貝殻が末端消費者によって分散処理されているとみられる鮮貝は

0.4%にすぎず､加工段階で集中処理されるものが大部分である｡

1)
表-1 昭和57年度 ホタテガイ加工処理内訳 (県漁連資料)

理内容生産量 鮮 月 ボイル 冷 凍 干貝柱 缶

詰 合 計重 量 (トン) 146 24,392 7,949 2,180

418 35,085割 合 (%) 0.4 69.5 22.7

6.2 1.2 100.0J
■ 一 Ⅰ0.4%

99.6%貝殻利用に関する諸検討の推移増養殖が進展するにつれて貝殻の処理および利用法の開発の必要性が生じてくるとの判断から､

昭山Pg2)).(,75 岩 崎FT3))和48-

49年に貝殻成分の分折がおこなわれた ('74次いで昭和49年には､ ｢ホタテガイ貝殻利用技術検討

会｣ (科学技術庁研究調整局)が設置されて､貝殻の新利用技術開発などについての

検討がなされている 0 4)また､昭和52年には水道用水に関連 して強酸性湧水の中

和実験がおこなわれた ('77青森市水道部)0水産分野における利用については､貝殻魚礁を試作 して室内実験および漁場での実証試験､さらに

5)6)一部においては事業として製作､設置が実施された ('78､'79小倉外)0

これらを一



義-2 青森県においてホタテガイ貝殻の処理 ･利用について検討された事項

主 な検討事項 得 ら れ た 成 果 な ど 残 さ れ た 課 題 な ど 文 献

番 号貝 殻 成 分∫ ･CaC03が大部分を占める. ･Ca化合物以外は付着物､洗

源､ 2)･有機物は地まき貝が養殖貝より 放置期間によって変動すると思

多いo われるo･炭酸カルシウム ･飼料､土壌改良剤としての使用 ･道路下層

路盤の安定剤､塩化ビ 3)が適当o

ニールの充填剤としての用途もと しての利用 ･配合飼料には1-

6%添加されているo 考えられるo生石灰,消石灰と しての利用 ･生石灰､消石灰の充填
剤と増量 ･アスフア′レトフィラーとしては剤的なものとしての

利用が適 しているo 県内消費も可能であろうo耐火軽重建材 ･オー トク

レーブ法では強度40 ･低温熔融ガラスを表面焼付 してky/ch､比重1.0と強度面では 表面状態をよくすることが必要o

在来の空胴コンクリートプロツ ･風化性が大きいが

､低温熔融ガクB種に位するo ラス等で処理すると実用性が発･焼成法では48kg/C魂､

比重1.3とオートクレーブ法より良いo 現されるものと考えられるo陶 磁 器 粕 薬 ･SK-9焼成､施粕うす掛け､ ･他の酸化金属と組合せることに雰囲気は酸化､還元いずれでも より､範囲の広い変化に富んだ良好〇

･粕は素地への付着がよく､焼成域が広く調和も簡単o 粕調が得られると思われるo

強酸性水の中和 ･湧水の泉源でホタテ貝殻を便つ ･粉末にするかそのまま使うかに 4)た中和剤を投入する
ことによっ 検討の余地が

あるoて､pHをある程度上昇させる ･沈澱物が生成されるのでその処ことが出来たo 理O .

魚礁 と しての利 用 ･40kg/個 .15kg.20稜の貝殻に

･水深10m以浅に設置する場合は 5)6)外材として中

古流 し網､ポリエ 強度､設置方法に検討を要するoチレン篭を使用 した魚礁を平内 ･20吻ブロックの

貝殻 1トンあた町､脇野沢村漁協管内に設置 し りの製作､投入経費は

11,750円たo であった (貝殻代金､運搬料を･いずれの地域でも集魚が認め

られたo 除く)o貝殻利用の現状以上のような検討

がなされ､利用が具体化 した事例もあるが､現在は排出される貝殻の大部分は｢カキの採苗器｣とし

ての需要がきわめて高く有効に活用されている0ホタテガイに占める貝殻の重量比率は､時期､大きさおよび増養

殖形態などによって異なるが､おおよそ55-60%とみなされる｡昭和57年度のホタテガイ生産量35,085トン

から鮮貝販売の146トンを除いた重量の55-60% (出荷加工処理中に破損する貝殻も若干あるが)にあたる約19,000-21,0

00トンが貝殻で､この大部分が ｢カキ採苗器｣に加工され宮城､広島県など

のカキ主産地 (採苗地域)へ出荷されている｡そ の 他

7)耳吊り養殖ホタテガイ付着物の利用
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